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砂浜侵食が進行する千里浜(石川県)を保全するため,  侵

食発生以前と以後の漂砂移動を検討した. 海岸砂丘が過

去の漂砂の風成物であることに着想を得て, 千里浜砂の

主要供給源である手取川の河口から能登方向に約 62km の

砂丘と海域から採取した砂の粒度分析とカリ長石の IRSL

測定を実施した. 粒度分析の結果,千里浜の砂浜に寄与し

やすい水深 5m や千里浜背後の砂丘には 150-212µm の砂が

豊富に存在し、本調査海域全域には 106-150µm と 150-

212µm の砂が主体であることが明らかとなった。IRSL 測定

の結果、2 粒径の IRSL 強度は、砂丘と海域で手取川から

離れるほど低下することも明らかとなった。しかし低下傾

向は異なり、砂丘では距離に応じて連続的であったのに対

し, 海域では水深 5-10m の浅海域では約 20km 地点で, 水

深 15-20m の深海域では約 31km 地点で急激に低下した. 

IRSL 強度は砂粒子の光曝により低下するため, 過去と現

在ともに漂砂は能登方向に移動しているものの、低下傾向

の違いから過去の漂砂はスムーズに移動していたのに対

し, 現在の漂砂は水深帯に応じたスポット的な停滞を示

唆している. 現在, 20km 地点には水深 13ｍまで延びる金

沢港が設置されているため, 金沢港以北の浅海域には新

たな砂供給がほとんどないことが考えられた. 一方で深

海域の 31km 地点に構造物は確認できなかったものの, 別

の障害物または止水域の形成により砂が沈着しやすい海

底環境となり, 北側への新たな砂供給量が低下している

ことが考えられた. そのため, 流砂系末端付近に位置す

る千里浜には砂が供給されず, 侵食が進行していると考えられた.  

 

 

 

 

 

 

 
 

研究対象地の位置関係図 
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英文抄録（100語～200語程度にまとめてください。） 

 Beach erosion is progressing in Chirihama. To clarify the cause of erosion, it was examined 

longshore sediment movement both before and after the erosion. This study analyzed the grain 

size of sand and the IRSL intensity of K-feldspar sampled from coastal dune and coastal area 

in the range from the mouth of the Tedori River to the direction of Noto peninsula. As a result, 

it is suggested the drifting sand in the past had moved smoothly to Chirihama and the current 

drifting sand is stalled at Kanazawa Port between the mouth of the Tedori River and Chirihama. 

Kanazawa Port perhaps likely influence the longshore sediment movement and make Chirihama 

erosion progress. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


